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   Ｇ０１Ｎ  33/543    (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  33/53     (2006.01)
   Ｃ４０Ｂ  30/04     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  37/00     (2006.01)
   Ｃ１２Ｑ   1/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０１Ｎ  33/543   ５２１　
   Ｇ０１Ｎ  33/53    　　　Ｋ
   Ｃ４０Ｂ  30/04    　　　　
   Ｇ０１Ｎ  37/00    １０１　
   Ｃ１２Ｑ   1/02    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成26年5月23日(2014.5.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２６４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２６４】
　図２０Ａに示されるように、基板２００の捕捉表面領域２１４、２１５において三元サ
ンドイッチ構造が形成される。サンドイッチ構造は、（ｉ）基板２００に結合したプロー
ブ３００’、（ｉｉ）位置保持分子２２７、及び（ｉｉｉ）粒子８００上に固定された粒
子結合プローブ３２０とを含む。位置保持分子２２７は、それぞれ基板結合および粒子結
合プローブ３００、３２０の両方に対する特異的親和性を有する。位置保持分子２２７は
、標的試料内の対象の分析物のものと同様のプローブ３００、３２０に対する結合ポテン
シャルを有することができる。
【手続補正２】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図１０】

【手続補正３】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図２５
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図２５】


	header
	written-amendment

